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健康志向がすっかり定着した現在、老若男女を問わず、
今日から取り組めるスポーツがある。ウォーキングだ。
「4000万人」ともいわれるわが国のウォーキング人口。
歩くことによる健康維持は現代人にとって不可欠になっている。
歩くという人間の基本動作に、快適さと楽しさをもたらしてくれるのが
「ウォーキングシューズ」。足にやさしく、
歩きやすさを追求した靴はどのようにつくられるのか──。
今回はウォーキングシューズの世界をのぞいてみよう。（編集部）

ウォーキング  シューズが

できるまで

製品の
ライフサイクルを追う

特集
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▲日本ウオーキング協会では、全国各地の四季や景観、文
化遺産、歴史的資源を歩きながら楽しむ運動を展開している。
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この1年間に行った運動・スポーツの種目

今後行ってみたい運動・スポーツの種目

ウォーキングフォームのポイント

ウォーキングシューズの選び方

頭は揺らさず
しっかりと！

ひじはやや曲げて。
腕を大きく振りましょう！

肩の力を抜いて
リラックス

しっかりと大地をキック

目線はまっすぐ

呼吸は自分のリズムで

膝を伸ばしてかかとから着地

かかと、つま先、
足の甲などに靴擦
れを起こしそうな心
配はないか

指先が余裕を
もって動かせる

パットが土踏まずに
フィットしている

かかとの部分
がしっかりと包
み込まれている

かかとの部分の
靴底は少し広め
で十分にショッ
クを吸収できる
厚さがある
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（中 敷）
インナーソール

月型芯
（ヒールカウンター）

シャンク

トラスティック

ヒールリフト（トップリフト）

ヒール

（外 底）
アウターソール

先芯

（中 底）
インソール

ミッドソール

衝撃緩衝材

ライニング
（裏材：腰裏／ベロ裏／頭裏）

足全体を包み込み、フィット性・安定性を発揮する。

クッション性を発揮することで衝撃から足を守る。

「止まる」「蹴り出す」などのグリップ性を発揮する。

 

 

アッパー

ミッドソール

アウターソール

内部名称
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◀１足のウォーキングシ
ューズはさまざまなパー
ツで構成されている。
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ウォーキングシューズができるまで
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◀本社の玄関前に
置かれた創業者・
鬼塚喜八郎氏の
石碑。ものづくり
への熱い想いが込
められている。

▲鳥取県境港市に位置する山陰アシックス本社工場。最先端のシューズづくりが続けられている。
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▲シューズの設計には「CAD／CAM」が活用される。

▲抜き型を用いて、プレス機で革を裁断する。

▲裁断された革を縫製し、アッパーをつくり上げていく。
（写真はレスリングシューズの縫製模様）

▼一般用ミシンではなく特殊なミシンを用いる。

▼微細な縫製は「手づくり」が欠かせない。
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、
に
際
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そ

の
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繊
（
向
方
る
す
縮
伸
の
革
、
び
選
を

み
痛
の
ど
な
ズ
キ
、
て
め
定
見
を
）
向
方

。
く
い
て
し
断
裁
ス
レ
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を
ツ

製
縫

　

製
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な
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。
ン
シ
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の
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ど
な
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と
か
か
、
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呼
と
」
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製
縫
な
的
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る
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に
定
一
を
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の
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や
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。
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り
練
ム
ゴ

　

は
り
練
ム
ゴ
。
る
ま
始
ら
か
ろ
こ
と
る
練

。
く
い
て
ぜ
混
に
等
均
を
料
材

　

。
る
が
あ
き
で
が
」
板
原
「
の

着
圧

　

圧
で
機
着
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空
真
、
り
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を
剤
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接
に
ル

面
ド
イ
サ
底
外
は
に
後
着
圧
。
る
せ
さ
着

成
、
し
施
を
工
加
フ
バ
、
め
た
る
え
整
を

▲ニーダーと呼ばれる専用こね機で、原料を混ぜ合わせる。

▶ロール機械に
よって、配合ゴ
ムをシート状に
加工する。

▲ソールの原板をサイズ別にプレス裁断する。

▲ミッドソールとアウターソールに接着剤を塗り、
合わせる。

◀真空圧着機でソールを圧着させる。
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２
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。
る
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に
後
た
し
け
付
り
貼
に
重

右
左
は
機
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。
る
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に
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き
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。
る
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縫
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械
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込
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落
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込
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地
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く
高
が
性
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程
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▲ラストと呼ばれる靴型を入れ、釘をうち固定する。

▲真空圧着機で完全にアッパーとソールを結合させる。

▶手作業でアッパーとソールを結合。熟練の技が生かされている。

▶バフをかけ、
ソールとの結合
部をきれいに整
える。

◀バフ掛けは手
作業だけでなく、
機械を用い、
表面をきれいに
仕上げておく。
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T O P I C S
トピックス コラボ進むブランドシューズ

　ものづくりにこだわりを持つ企業
同士が手を組んで、夢のシューズが
誕生した。アシックスは、米国の
ファッション皮革製品ブランド大手
の「COACH（コーチ）」とコラボ
レーションしたシューズを４月に発
売した。
　シューズは日本の職人技術の粋を
集めた「NIPPON MADE（ニッポ
ンメイド）」シリーズのひとつで、「オ
ニツカタイガー」の最上位モデルと
して位置づけられている。
商品のアッパー部分には革が用いら
れ、製品染め加工を施したのが特徴。
高い技能を持つ職人が、一足一足手
作業で染め上げる逸品で、シューズ
全体に自然な色合いや履き込んだよ

うなヴィンテージ感がもたらされて
いる。シューズのベロには「オニツ
カタイガー」のロゴと、かかとには
「COACH」のロゴが入っている。販
売は好調で、ほぼ完売している。
　このほかアシックスでは、世界的
なデザイナーである山本寛斎氏との
コラボレートシューズも開発。山本
氏が2013年秋にロンドンで開催した
ファッションショーで、モデルが実
際に着用したシューズを商品化した
もので、山本氏らしい斬新な色づか
いに目を奪われる商品だ。
　履き心地や快適さ、耐久性が問わ
れる靴づくりだが、コラボレーショ
ンがもたらす新たな付加価値創造も
重要な訴求力になっている。
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│
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て
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◀完成したウォーキングシュー
ズは箱詰めされて出荷を待つ。

程
工
げ
上
仕

▲靴に熱風を吹きかけ、表面のしわを取る。

▲靴の表面を磨き上げ、つやを出す。

▲中敷きを入れるため、接着
剤を塗る。

▲紙を入れて、靴の型くずれを防ぐ。


